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２号様式  協議の経過  

 開会 午前１０時１５分 

福田委員長  皆さん、こんにちは。 

今日は、健康福祉課の職員の皆さんにお忙しいところおいでいただ

きました。ありがとうございます。 

はじめに、職員の紹介をお願いいたします。 

櫻井健康福祉

課長 

 この度は、健康な身体づくり対策を常任委員会の研究テーマとして

いただき、ありがとうございます。健康福祉課では、住民の皆様の健

康増進のため各種事業に取り組んでおりますが、本日はその取り組み

内容と課題について御説明させていただきます。職員の紹介をさせて

いただきます。菊地課長補佐でございます。（「菊地です。よろしくお

願いします」の声あり）そのとなりが、健康推進係長の伊藤でござい

ます。（「伊藤です。よろしくお願いします」の声あり）課長の櫻井で

す。よろしくお願いします。 

福田委員長  それでは、議員の紹介は自己紹介でお願いします。（「平吹です」「村

松です。よろしくお願いします」「手島です。よろしくお願いします」

「我妻です」「前原です」「藤田です」「柳田です。今日はよろしくお願

いします」の声あり）委員長の福田でございます。今日はよろしくお

願いいたします。 

 ただいまより、第17回教育、民生常任委員会の会議を開きます。委

員全員出席ですので委員会は成立いたしております。 

今日の会議事項は、担当課のほうに前もって意見交換の内容につい

ての項目をお渡ししておりました。この項目に沿って、担当課より説

明をいただきながら進めていきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

櫻井健康福祉

課長 

 それでは、説明をさせていただく前に、本日の資料を確認させてい

ただきます。１つ目は美里町議会教育、民生常任委員会、右上のほう

に健康福祉課資料というものです。それから、右上のほうに長寿支援

課資料というものが２つ目の資料になります。それから、Ａ３判の用

紙、折り込んである資料が３つ目の資料になります。それから、カラ

ー刷りのＡ４判の用紙になりますが、みやぎウォーキングアプリのリ

ーフレットであります。あとは、参考資料という形になりますが冊子

のもの、データからみた宮城の健康概要版というものと、小さめのリ

ーフレット、この６点が本日の資料になります。今回の11項目につい

ての説明になりますが、この番号に沿って資料を作らせていただいて

おりますので、よろしくお願いいたします。この中で、３番の認知症

予防、これは所管が長寿支援課になりますので、長寿支援課から資料

をいただいてまいりましたので、そちらのほうの資料提供となります。

11番のお茶っこ飲み会の現状、こちらも所管が長寿支援課になります
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ので、こちらのほうも資料の提供となります。それでは、資料の見方

ですが１枚目の健康福祉課資料で、１番、運動による健康づくり、こ

れがこの項目に沿った内容になります。次の10番の生活習慣病対策の

②番、運動については関連がございますので、ここでまとめて御説明

をさせていただきます。こういった中身で今日の説明をさせていただ

きますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、菊地課長補佐から説明させていただきます。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 よろしくお願いいたします。健康福祉課資料Ａ４判の資料とＡ３判

の折り込みの資料を合わせてご覧いただきながら、説明をさせていた

だきたいと思っております。Ａ３判の資料につきましては、地区に出

向いてであったり、協力員であったり、食生活改善推進委員さんなど

町民の皆様にお渡しをしている資料になりまして、町の現状と今年度

にこんな事業を取り組んでいますので、皆さん一緒に健康づくりに取

り組んでいきましょうという説明のものとして使っている資料になっ

ております。 

初めに、運動による健康づくりと生活習慣病予防対策の運動につい

て現在の取り組み内容等について御説明を申し上げます。大きな資料

の１番の身体活動・運動のところですが、現状として表のグラフも入

れさせていただいておりますが、こちらの定期的に運動している人の

割合というのは、５年に１度、町民健康調査を実施しておりまして、

その実態についてグラフ化したものであります。右のグラフについて

は、子供たちの現状はということで、乳幼児健診、特に２歳児健診の

際に、今お子さんはお外で遊んでいらっしゃいますかと、身体活動と

いうところでの協議の評価をしようということで、統計としてとって

いる現状になっております。子供の頃からの運動習慣というところも

結び付けていきたいと思いまして、乳幼児健診の個別面接の時や、皆

さんが集まった時に、集団の場面で運動習慣をつけていくことの大事

さをお伝えしています。また、親御さんたち、働き盛り世代の方々に

も、子供と一緒に体を動かすことを進めていってほしいということで、

参考にお渡ししました小さな冊子ですが、プラス10ということで、こ

ういったことも身体活動・運動の一つですよというところを親御さん

のほうにもお伝えしながらということで、話をしています。 

それから、もう一つの事業としましては簡単エクササイズというこ

とで、運動教室を昨年度は11回実施をいたしておりまして、健康運動

指導士を講師に招いて実施をしております。昨年度は延べで398人、

御参加をいただきながら事業を進めています。 

それから、地区に出向いての栄養教室の場面では保健師も同行いた

しまして、食事の学習と合わせて運動についての大事さもお伝えする

ということで、軽運動も合わせて実施しております。そういった中で、

運動習慣についての取り組みをしております。 
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それから、資料としてお渡ししました、みやぎウォーキングアプリ

ということで、昨年、宮城県がアプリの開発をいたしまして若い方々

に運動のきっかけ作りをしていただきたいということで始まったもの

になっています。こちらのチラシを子供の健診の際にパパやママたち

にもお渡しをして登録しながら楽しく運動してみませんかというよう

なこともお話をしている状況です。 

続きまして、２番、特定健診・健康診査、がん検診を推進する取組

ということで、お話をさせていただきます。大きな資料につきまして

は、５番目の生活習慣病のところでグラフの各種がん検診・特定健診

受診率を載せてございます。美里町が掲げている目標値にはまだ届か

ない状況にはなっておりますが、少しでも受診率を拡大できるように

ということで、平成30年度から検診料金を無料とする節目の年齢を拡

大して実施しております。実際、総数での受診数も若干の伸びである

中でも、初めて節目で無料になったという方々の受診数が増えている

という状況になっています。それから、検診が開始になる年齢、例え

ば、子宮がん検診であれば20歳、胃がん検診であれば美里町は35歳

からというふうに、開始初年度になる方々にはその検診の内容につい

てのお知らせを、個別通知をしながら御案内させていただいておりま

す。そこで、検診の必要性、早期発見の必要性について知っていただ

こうということで勧奨通知を出しております。 

それから、検診の申し込みをとりまして、申し込まれた方々への検

診の御案内をしている状況ですが、どうしても期限内に受けられなか

った方に２次検診という形で出しておりまして、受診率の拡大を目指

しております。がん検診は、特に40代、50代の受診率がなかなか伸

びてこないということもございまして、節目の年齢を拡大したことと

合わせて、若い年代から検診の必要性を理解していただこうというこ

とで、特に３歳児健診が乳幼児健診では最後の健診になりますけれど

も、その場面では親御さん方も自分の健康づくりに取り組んでいただ

きたいということで、がん検診に関する資料をお渡ししながら、検診

の啓発を行っております。 

４番目の健康フェアの開催につきましては、平成21年度までは町民

健康づくりの集いを実施しておりましたが、健康増進計画の見直しを

22年度からスタートしまして行った際に、先ほどから申し上げており

ますように、働き盛り世代にこちらからのアクションを少し手厚くし

ていかなくてはならないのかなというようなことになりまして、実際

のところではそれを機に全体的な集いのようなフェアについては実施

をしていないということになっております。 

続きまして、関連する内容なので合わせて５番の高血圧の予防、７

番の減塩の取組、番号がおかしいですね、６番のバランスのとれた食

事、10番の生活習慣病予防対策の①食生活について、合わせて御説明
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をいたします。大きい資料の２枚目、左側のところに栄養・食生活と

いう欄がございます。宮城県全体の状況になっておりますが、食塩の

摂取量の実態となっております。男性の塩分の目標値が９グラム、女

性が８グラムという中で、全年代を通しまして宮城県は塩分摂取量が

多いという実態です。この辺は宮城県全体というところで、美里町も

もれなくという実態だと思っております。ですから、下の野菜摂取量

の状況も50グラムを目標に食べましょうということで、地区でも栄養

教室の中でお伝えしていますが、70代くらいになってくるとそこに近

づいてくるのですが、若い年代の方々はなかなか摂取量としては少な

い現状にあるということで、宮城県全体を通して減塩についてはあと

３グラムの減塩を目指すということと、野菜についてはベジプラス100

ということであと100グラム摂りましょうということで取り組んでい

る現状にあります。そうした中で、美里町も地区の栄養教室において

は、減塩をテーマにしながら講話と塩エコ、塩分を控えるというよう

な調理実習を実施しております。平成30年度は地区に22回出向きま

して、300人程度の参加をいただいているということになっておりま

す。 

それから、子供の頃からの望ましい食習慣の確立というところも合

わせまして、食育活動の普及をサポートしてくれる方々に御協力をい

ただきながら、乳幼児健診、特に１歳６カ月の健診の時に、保護者へ

食育に関するプリントを配付しております。そこには、野菜を摂取す

ることを目指してちょっとしたメニューも入れてみながら、というよ

うなプリントの配付をいたしております。同じく、乳幼児健診の時で

すが、お一人ずつの御家庭でのお食事状況を把握して、その状況に合

わせてバランス食に向けた栄養士のほうからのコメントを入れまし

て、お一人ずつにお返しをしている状況です。 

それから、減塩というところでは、御家庭でのみそ汁の状況を塩分

測定器を用いながら現状を把握しまして、こういう状況ですと結果を

お返ししたり、健診の場面で減塩の味噌汁を試飲していただきながら、

実際に薄味とはこういう状況ですよと保護者の皆さんに味わってもら

ったりしながら比較をしていただいている状況になっています。 

あとは、乳幼児健診を卒業されてから幼稚園の年代の方々は、幼稚

園の保護者向けに食育情報プリントということで、野菜のレシピ付き

のプリントを年５回発行しております。そういった内容につきまして

は、美里町のホームページのほうにアップをして、食育のコーナーと

して、他の年代の方々にも御覧いただけるような情報発信を行ってお

ります。子供たちの食事のアンケートをとっておりますけれど、親御

さんにも状況把握のためにお尋ねをしている状況ですが、子供の食事

の状況は当然ながら、親御さんの食事が引っ張られると言いますか、

保護者の年代の方々に望ましい食習慣、バランス食というところをお
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伝えしていかないと、子供たちにも結びついていかないのだなという

ような現状にあります。８番のメタボリック・シンドローム対策につ

いては、大きい資料１枚目の５番、下のほうに特定保健指導の対象者、

修了者ということでグラフがあります。メタボリック・シンドローム

の対策として始まった健診が特定健診・特定保健指導という事業であ

りまして、特定健診の結果、腹囲と血圧の状況、コレステロール、血

糖値の状況等の基準値を超えている方々に特定保健指導の対象者とし

て御案内をしています。ご覧のとおり、対象者が高いほうで、網掛け

のほうが修了者で、現実問題として御案内はさせていただいておりま

すが、なかなか特定保健指導に結びついていないというところが課題

になっているところであります。ただ、この辺が、毎年の保健指導の

修了率が低くてですね、県内ワーストのほうなのですね、美里町が。

そこらへんを打破していかなくてはいけないということで、担当課の

町民生活課と検討をいたしまして、今年度からは健診会場で特定保健

指導の初回の指導を開始するというスタイルにいたしまして、３倍か

ら４倍くらいの面接を、今年度５月、さっきまで実施をしたところな

のですが、概算ではそのくらいの伸びが見えますということを、健診

の担当者から報告をいただいております。 

それから、保健指導に該当しないけれど、自分の健診結果の見方が

分からないとか、何かしら数値に基準値を超えるものがあるのでとい

うような方々には個別相談会として、保健師、栄養士で面談をしなが

ら御案内をしているところです。特定保健指導は治療に値する方々は

対象外でありまして、治療の対象になるような方々は早期に治療に結

びつけまして、重症化を予防しながら、将来的な血液透析等の医療費

の高額なものにならない対策を進めるという意味で、糖尿病・成人病

重症化予防事業を昨年度から始めました。こちらの具体的な中身とし

ましては、遠田郡医師会の先生方に御協力をいただきまして、医療の

対象者の方々に受診の呼びかけをしまして、先生方に受診された結果

を先生方から返却していただきまして、その結果に基づいて保健指導

が必要な方については個別指導しながら数値がどんどん上がっていか

ないように、どういうふうな対策ができるかという御案内をする事業

となっております。 

続きまして、９番の口腔ケアです。大きい資料の２番のところが歯

の健康ということで、小児の現状ですが、３歳児の一人平均虫歯数は

年々減ってきている状況で、成果としては上がってきている状況です。

さらには、虫歯が無い、一人平均虫歯数は一人の子が十何本もあれば

ぐんと増えてしまうのですけれど、まずは虫歯の無い子が増えていく

のが大事だろうということで、虫歯の無い子の割合も増えていくとい

いなということで、こちらも合わせて増えているという現状になって

います。３歳の虫歯の無い子を広報に顔写真が載るということも、保
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護者の皆さんが目標にしながら取り組んでいただいている状況です。

そういった意味で小さい頃からの歯磨き習慣、子供だけでなく保護者

が仕上げ磨きをすることと、虫歯予防のためのおやつの摂り方だった

り、そういったところの情報提供をしながら、虫歯予防対策を進めて

います。さらには、子育て支援センター御利用の保護者の皆さんに歯

科医や歯科衛生士が出向いていきまして、身近な場面で、この子のこ

んな困りごとみたいなところをやりとりしながら虫歯予防を継続して

いくような教室も行っております。大人の方々につきましては、特定

健診等の会場で歯周疾患健診を実施しております。口臭測定から始ま

りまして、歯科医の診察、あとは歯磨きの指導をいただいてというよ

うな健診を行っております。その健診の結果の事後指導会ということ

で、その後に受診をされた方もおりますし、継続して先生方のお話を

聞きながら、歯周病の予防に努めたいという方々を対象にした教室と

して実施をしております。 

最後になりますが、10番の生活習慣病予防対策の飲酒と喫煙、大き

い資料の４番のタバコ、アルコールになりますが、こちらはグラフは

入れておりませんが、そこの１番下の段になりますが、今日お渡しし

たデータからみた宮城の健康は概要しか載っていないので、ここには

ないのですけれど、昨年度に詳細版の29年度版が出ましたので、その

中では男性の喫煙状況が県内で美里町がワースト７位、毎日お酒を飲

む習慣があると答えた方々が、ワースト８位という状況です。お酒好

き、タバコのみというのが美里町の現状としてはあるのですけれども、

特に子育てをするというか、妊婦の時代にはぜひ禁煙をしていただき

たいというところがありまして、母子健康手帳を交付する際には、こ

の喫煙状況の確認と産後も禁煙していただけるといいと、母体のため

にも子供のためにもということでお話をしております。なので、出産

後の新生児訪問の時にもその辺の確認をさせていただきながら、禁煙

の継続を促しているところです。男性のほうが多い現状があるという

ことで、特に働く男性の方々にアプローチができないかということで、

平成30年度はアルコールをテーマにして実施をいたしました。今年度

もこの事業については継続しようと思っております。ただ、残念なが

ら参加者数が少ないというのが現状でありまして、商工会を通じて呼

びかけをしていただいたり、いろいろな場面でチラシを配付させてい

ただいたりしたのですが、なかなか難しく、ターゲットとしたいとこ

ろに向かっていく手法的なところが今ちょっと持ち合わせが少ないと

ころなのか、その辺が課題になっているところです。 

あとは、先ほど課長からもお話がありました認知症予防の取組とお

茶っこ飲み会の現状については資料提供ということで、詳細の部分は

お伝えできないので、何かしらの確認事項がありましたら、担当課の

ほうにお尋ねいただけるといいのかなと思っております。 
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以上、簡単でしたが説明とさせていただきます。 

福田委員長  ありがとうございました。意見交換の項目の11番については。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 長寿支援課作成の２ページ目が、お茶っこ飲み会の現状ということ

です。 

櫻井健康福祉

課長 

 ご不明な点がございましたら、私がお話を伺って長寿支援課のほう

に伝えます。 

福田委員長  はい。担当課から詳しく取組状況の報告をいただきました。いろい

ろと皆さんがお聞きしたい点があると思いますので、１番からしてい

きたいと思います。運動による健康づくり、生活習慣病予防対策につ

いてお聞きしたいことはありませんか。 

 手島委員。 

手島委員  ４番と関連なのですけれど、一般の参加者がたぶん働き盛りから65

歳以上の方が多いのかなと、参加率としては見ているのですけれども、

そちらに力を入れるために健康フェアをやめて、働き盛りの対象にア

クションをかけて力を入れているということだったのですけれども、

同時にこちらと両方のどういった成果が、向上しているとかそういっ

たところを教えていただきたい。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 直接の担当である伊藤のほうからお話をさせていただきます。 

伊藤健康推進

係長 

 かんたんエクササイズにつきましては、健診を受けた方の30代から

70代までの幅広い年齢層の方が参加しておりまして、筋トレ、有酸素

運動とかやっていまして、効果としては体力測定をして、握力とか敏

捷性とかそういうところで全体的な評価をさせてもらっています。参

加した方々の理由としては、知り合いに勧められたからとか、運動す

るためのきっかけがほしかったからというような意見がありました。

それで、今後も希望されているということで、エクササイズに参加し

ての意識というところでは、運動を意識するようになったとか、歩く

時間を作るようになったとか、階段を使うようになったとか、同時に

血圧測定も事前にしてからエクササイズにのぞんでいるので、事後測

定というような習慣もついてきたようなので、それを普段の生活に意

識して取り入れてもらえればなということで、その辺も成果としては、

自分の健康に興味をもってもらうというところができたかなと思いま

す。 

 あとは、30代の働きかけというところで、お子さんが小さいので託

児の部分を設けまして、お子さんが見ているところでお母さんが運動

するということで、そのお子さんも一緒に運動できたりとか、子供に

も働きかけができているかなと思っています。 

福田委員長  他にありませんか。 

続きまして、２番の特定健診・健康診査、がん検診を推進する取組
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について、お聞きしたいことがあればお願いします。 

私からは。平成29年度の表が出ているのですけれど、この胃がん、

肺がん、大腸がん、乳がん、子宮がんのうち、がんが見つかった方が

何人おられるか分かりますか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 1番多いのは大腸がんなのですね、検診で発見される数が。大腸が

んなのですが、手元に資料の持ち合わせがないので。（「あとでお願い

します」の声あり） 

福田委員長  ２番について何かありませんか。（「今の確認です」の声あり） 

 我妻委員。 

我妻委員  大腸がんにしろ、他のがんにしてもそこで発見ではないじゃないで

すか。再検査、精密検査といって、その結果になる。それが全部、連

絡がきての話なのですか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 そうですね。ただ、1年遅れになるのですね。精密検査の御案内を

その年にさせていただいて、その年には精密検査の受診状況は把握で

きるのですけれど、確定の報告はその翌年になります。検診後に、ご

本人から行ってきたよと、こうだったよと報告される方もいますが、

まとめた数字は翌年になります。 

我妻委員  基本的に、医師からくるのでしょ。精密検査を受けた医師から。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 検診団体のほうに集約をしていただいて、そこから町に最終報告を

いただくという形です。 

福田委員長  藤田委員。 

藤田委員  毎年受けている人もいるのですか。何でもかんでも受けてきたけれ

ど、今までさっぱり分からなかったと言う人もいて、それは本人にも

くるのでしょ。役場のほうで連絡よこさないとか言う人もいるのだけ

どね。受けた結果をね。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 異常無い方には役場から通知を差し上げます。それで、精密検査に

なった方はそこからは医療のほうにつながるので、そちらでご本人が

先生から報告をされるということなので、役場の書面での結果は精密

検査が該当になっていますよという御案内だけになります。 

藤田委員  ちゃんとやっているのでしょうからね。そういうのがちょっと、聞

こえたものだから。さっぱり分からなくて、３年だか４年、毎年受け

ているのだけれど、見つかったとか疑いあったとかね。もっと早く分

からなかったのかと、そういう方もいたものですから、毎年受けてい

たってこれは分からないですよね、これは結果ですからね。その辺の

対応がどうなっているのかとちょっと言われたことがあって、きちん

と通知がきますよと言ったものだから。 

 節目と言われましたけれど、節目の年齢的なものは決まっているの

ですか。 

菊地健康福祉  ５歳刻みで御案内しています。40歳、45歳、50歳、55歳と。先ほ
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課課長補佐 どもあったように全然受けたことが無い人もいますし、受けるきっか

けになればいいなというところもございまして、御案内をしています。

昨年度も、初めて無料の節目の御案内で受けたという人たちが、前年

の受診数より伸びているなという印象はあります。 

福田委員長  他にありませんか。柳田副委員長。 

柳田副委員長  やはり、こういう検診の受診状況という形でこの表をいただいてい

るのですけれど、ちょっと気になるのが年代なのですよね。若い人た

ちは他の機関で受けたり、健康に無頓着で受けないというのもあるか

もしれないですけれど、高齢者の方が行くのが面倒くさいとか、行く

のが大変だからとかいう人もいると思うのですね。そういう高齢者の

受診率というのは、どういう雰囲気ですか。詳しい数字は出ないと思

いますが、例えば、頑固な人で元気だからいいとか病院に行ったこと

ない、薬飲んでないという人もいるじゃないですか。その辺が心配な

のですが。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 受診率が１番高いのは60代。60代、70代という感じ、ざっくり言

うと。75歳以上はひとくくりにしていますので、80歳以上がどの程度

かはちょっと。 

柳田副委員長  早い話が、高齢者の人たちがどうしても頑固で来ないとかいうこと

で、そういう人たちを集めてある程度、健康チェックして、血圧が高

いよとかそういうのを診て、健診を受けなさいという形で指導してい

る取り組みもあるのですよ。例えば、お茶っこ飲み会みたいなところ

で、集めて飲ませて話をして終わりじゃなくて、そこで健康チェック

して危険なところを指摘して受診しなさいというような話をしてあげ

れば、受診率を上げるにはそういう取り組みも必要かなと思って、そ

の辺が心配だったのでお聞きしました。 

福田委員長  他にありませんか。次に、健康フェアの開催について、お聞きした

いことはありませんか。 

 あの、若い年代の方の受診率向上に力を入れる方針というものを強

化したということですけれど、それとまた別の問題だと思うのですね。

以前にいろいろなところを視察して、健康フェアを本当に楽しくやっ

ているところが多いので、この辺についての考え方は。なぜ、できな

いでいるのかなと疑問に思っていますが、どうでしょうか。人員が足

りないのですか。保健師さんがかかわるので、大変だとは思います。 

櫻井健康福祉

課長 

 現実的にはそれもあるのですけれども、健康フェアという単独の開

催でなくても、町のイベントの際に健康増進に関係したリーフレット

とかを配付するとかですね、そういったところから少しずつやってい

ければいいのかなと考えてはいます。 

福田委員長  お祭りふうにすればみんな集まって、意識が高くなるのでは。前に

はやっていたので。人員が足りないというのが大きな原因かなと思い
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ながらもいましたけれど、健康に興味を持ってもらう、意識を高める

という意味ではお祭りふうにしたほうがいいのかなと思っています。 

 他にありませんか。次に、高血圧の予防についてお聞きしたいこと

がありましたら、お願いいたします。国の方針で、130になったので

すよね。ほとんどの人がひっかかるのではないかなと。ありませんか。 

 それでは、次に、減塩の取り組についてお聞きしたいことはありま

せんか。ないようですので、それでは、次にいきます。バランスの摂

れた食事について、何かありませんか。それでは、次にいきます。メ

タボリック・シンドローム対策について、お聞きしたいことありませ

んか。手島委員。 

手島委員  バランスの摂れた食事、生活習慣にも全部かかってくると思うので

すけれど、一番メタボの対象となっているところと町の現状として小

学生や中学生、子供たちの肥満傾向とかそういったのがすごく気にな

ります。全国的に上位に入っていくような傾向があると思うのです。

宮城県の中でも美里町は高いので、全国的にもかなりいいランキング

に入っているのではないかと思われます。ただ、それは本当に大変な

ことだと思いますが、どこから取り組んでいって、どこを重点的にと

いうのを考えていますか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 子供の肥満は、子供の食事は保護者の食事が影響を与えているだろ

うということで、３歳児健診までの体格で身長、体重のバランス的に

肥満傾向の子供はほとんどいないのですが、幼稚園から小学校の健診

になると、肥満の出現率が上がってくる現状があって、その中間層あ

たりで何かできないかなというところを、昨年度からちょっと取り組

みを進めていきたいと思っているところでありまして、昨年度末なの

ですが、幼稚園の保護者に食事のアンケートをさせていただいて、保

護者の食事傾向と子供の食事傾向が当然のごとくリンクしていて、家

に帰ってからの食べ物や飲み物の状況も見えてきたので、教育委員会

サイドと御相談しながら、幼稚園の保護者を対象にした授業をさせて

いただけないかなということで、今年度は御相談をしていきたいと思

っています。そこが、子供たちにも反映されるだろうし、働き盛り世

代の保護者の方々になるのかなと思いますので、そちらに出向いて行

ってできればいいなとは思います。 

手島委員  小児糖尿病のお子さんたちというのは、どのくらいいらっしゃるか

分かりますか。（「実情は」「いいですか」の声あり） 

福田委員長  我妻委員。 

我妻委員  この資料の野菜摂取量のことですが、20代、30代、40代が少ない

ということで、これは県の資料ですが美里町も大体同じ傾向というお

話でしたが、この世代が子育て世代です。自らが少ないのに子供だけ

に摂らせるということは、これはならない。この辺の、若いお母さん
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が夜遅くまで働いている家庭も多いのかなと。それも考えてみると、

自分のところを考えてみてもそうなのだけれど、おじいちゃんやおば

あちゃんと同居している世帯は夕食なんかも準備してくれて、野菜な

んかも摂らせるところがあるのかなと思うけれど、若い世代だけとい

うのと関連するのかなと。さっき言った働き世代。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 さっきの食事のアンケートにコメントを入れて、やっぱり、忙しい

ママたちにどうしてもお店から買った物を使うことが多いんだろうな

というアンケートになっていたりするようなのですけれど、であれば

そこに何かこんな工夫ができないかなという提案なんかもしているよ

う話はしています。要はその、野菜がちょっと足りないのであればこ

んな工夫はどうでしょうというようなところも入れたりしているよう

ですが、たぶん各御家庭のスタイルがあるのだと思うので、その中で

取り組みやすいようなことを提案させていただいているようです。 

我妻委員  身近なところで浮かぶのは、カップ麺で子供のおなかを満たしてい

るのがすぐ目に浮かぶわけです。自らの課題でもあるのだけれど。で

もこれは、結局はつながっているよね。ここの世代だけの問題じゃな

いよね、単純に。 

福田委員長  他にありませんか。平吹委員。 

平吹委員  この資料だと、肥満傾向は平成27年のデータとありますが、これは

いつ出てきたものですか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 毎年ですね、小学校、中学校の子供たちの肥満状況調査や食育のア

ンケートは教育委員会の協力をいただいてとらせていただいておりま

すが、全国や県と比較をするのにはこのデータが今こちらで把握でき

るものだったので、ここに載せました。毎年、実態として把握はして

いて、学年が上がることに肥満傾向児が増えているという美里町の傾

向にあります。 

平吹委員  そして、30年のデータはもうでましたか。やっぱり多くなっている

のですか。数字的にどのくらいか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 ちょっとそこまでは、今日は持ってこなかったのですが、学校のほ

うでもその辺はテーマにしながら取り組んでいるようですし、こちら

のほうからも成人の今の肥満の状況等を情報提供もさせていただいて

いるので、教育委員会サイドでは子供たちのそういった健康づくりの

部分は取り組んでいただいております。 

平吹委員 中学校はぐーんと上がっているようで、さっきも言っていた親の食

べ物ということがあるのだけれど、やはり今は共働きが多いから、や

はりそういったインスタント的な物を食べているのか、あるいは、運

動していないのか、さまざまな事があるけれど、これはちょっと真剣

に取り組んだほうがいいです。これがどんどん年齢が上がって成人に

なるのですからね。 
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櫻井健康福祉

課長 

 親の食事というのが当然一緒に作るので、影響が大きいと思います

ので、その世代に対して生活を改善できるような町の体制があればい

いと思ってはおります。 

福田委員長  他にありませんか。糖尿病の予備軍も含めて、やはり増えているの

かなと思いますが、その辺の状況はどうなっていますか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 糖尿病かどうかというところまで把握はできていないのですが、医

療費の傾向を見ると、高額医療になるような透析であったり、大きい

心臓病の重大な手術をするというような疾患があったりするのですけ

れど、何が基本的な疾患だったのかとなると、高血圧だったり腎臓は

糖尿病だったりというところが基礎疾患になっている現状があるの

で、基礎疾患の予防対策というのはしていかなければならないという

責任は持っているのですけれども。 

福田委員長  他にありませんか。我妻委員。 

我妻委員  糖尿病にも１型と２型がある。あとで、食生活が影響してなってし

まうものと１型みたいにいつなるか分からないのと、そういうのはこ

の健診では分からないよね。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 １型は、小中学校の時から注射が始まっている人もいらっしゃるの

で。 

我妻委員  必ずしも、若いうちからとならないから。30代、40代、あるいは5

代、60代になってから急に現れる場合もあるのだけれど。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 職員健診や特定健診で発見されるのは、やはりそういった生活習慣

からくるものです。 

我妻委員  毎年の健診で変化を見ていくしかないということか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 ちょっと基準値より上がったね、前の年より項目が増えたね、数字

が上がって項目も増えたねとなると治療が始まると言う人たちが多い

です。 

我妻委員  年数をかけたって、なる可能性はあるんだよね。今のように、項目

が増えたというのは食生活だから、いろいろと徐々にね。だから、注

意しましょうねというのはあるけれど、１番怖い気がするね。１型で

も食生活が大きく影響するというふうな考え方があるのかな。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 １型は生まれもってというか、血糖をコントロールする臓器の機能

がもともと落ちていらっしゃる方が多いです。 

我妻委員  だから、必ずしも若年だけでなく一定の年齢になって初めて分かる

人もいるわけだから、もともとそれまでは健康でやっていたんだから

ね。それが分からないわけだ。もし、それが町の健診や検査がきっか

けで何か分かるのかなと、病院に行って初めて１型と言われて、それ

がまだ重症化する前ならいいが、なかにはひどくなって分かったと言

う人もいますのでね。その辺は町の健診ではどうなのかなと思って、 

お聞きしました。 
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福田委員長  他にありませんか。口腔ケアについて、お聞きしたいことはありま

すか。なければ、生活習慣病予防対策について、何かありましたらお

願いいたします。ありませんか。それでは、認知症予防について、何

かありましたらお願いいたします。（「課が違ってもいいのですか」の

声あり） 

櫻井健康福祉

課長 

 お伺いしていって、あとは後日に返答となります。 

平吹委員  ５番の認知症カフェというのは、認知症の方や家族とありますが、

これを利用している人の介護度はどれくらいですか。介護度１とか２

とか、まさか４の人がカフェに来るわけないし。あとは、何人くらい

来ているのかも、その辺をちょっと。 

櫻井健康福祉

課長 

 参加している方の介護度と参加人数はあとで御報告させていただき

ます。 

福田委員長  他にありませんか。我妻委員。 

我妻委員  健康フェアなんかとも関連している気がします。楽しくみんなでふ

れあう、そういった場を作っていくことが認知症の予防とか対策にも

なるのかなと。あのおばあちゃんが出なくなったよとか、人と会うの

を嫌がるようになると進行しているよね。そういう意味では長寿支援

課というけれども、健康福祉課のつながりは必要なのかなと、健康増

進とも連動しているのかなと思います。（「もう一つ」の声あり） 

福田委員長  平吹委員。 

平吹委員  ６番の若年性の認知症、やはり若年性の認知症と高齢の認知症では

施設に入っても全然交流しないのね。年代が違うというか、ひとりぼ

っちになるので、こういうのはとても共鳴すると思うのですけれど、 

家族のふれあいという、このせせらぎの会というのは宮城県主催とい

うことですが、美里町でもやっているのですか。その辺もあとで教え

てください。 

福田委員長  他にありませんか。いただいた資料で、データから見た宮城の健康

の概要版ですが、当委員会で一番取り組みたいのが、健康寿命が美里

町はどうなっているのかということで、興味があったものですから、

男性は下から３番目、女性は上から５番目という、不健康な期間はど

ちらも短い。それから、５、６ページの悪性新生物、男性が高い、女

性も高いほうであるし、心疾患については男性が上から３番目、女性

が上から２番目で、脳血管疾患ではどちらも中よりは下になっている

というこのデータから見て、担当課としての今後の取り組みについて

お聞きしたいのですが、いかがですか。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 女性と一緒だとちょっと参加しづらいかと思って、男性だけの健康

教室もしてみたのですが、昨年度は10数名の参加でした。 

福田委員長  我妻委員。 
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我妻委員  この見方ですけれど、不健康な期間が短いということは。 

菊地健康福祉

課課長補佐 

 健康寿命プラス不健康な期間が平均寿命になるわけで、いろいろな

介護とかの期間は少なくて済みましたということで。平均寿命が長く

て健康寿命も長ければいいのですね。 

福田委員長  他にありませんか。ないようですので、これで担当課との意見交換

は終わります。担当課の皆さん、お忙しいところを大変ありがとうご

ざいました。 

 これより、休憩いたします。 

 休憩 午前１１時３５分 

再開 午前１１時４４分 

福田委員長 再開いたします。 

それでは、研究テーマについて担当課からお話をいただきました。

研究テーマの進め方について、項目をしぼって決めたいと思いますが、

担当課から、お話いただいた中から取り上げたいと思います。 

 休憩いたします。 
 休憩 午前１１時４５分 

再開 午前１１時４９分 

福田委員長 再開いたします。 

ただいまより、休憩に入ります。再開は午後１時半からです。 

 休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時３０分 

 再開いたします。 

引き続き、研究テーマの項目をしぼっていくということで、皆さん

の御意見をいただきたいと思います。 

まずはじめに、宮城県後期高齢者医療制度の特別対策事業費補助金

交付に基づいて、こちらの事業を検討してはどうかという意見があり

ました。交付要綱については平成30年度のものをいただきましたが、

31年度についても今確認をしているところです。そこで、たぶん交付

されるだろうという前提のもとで、皆さんから事業内容についてお聞

きして、それでいいのであればそれで進めていきたいと思います。 

私からは、２つ目として美里町の健康増進計画、健康みさと21の取

り組みの推進というのがあります。それは、皆さんに担当課からいた

だいておりますけれども、減塩の取り組みは減塩をすれば高血圧やい

ろいろな病気や疾患に対してかなりの健康対策になるのではないかと

思います。それから、身体活動の取り組みについて研究をしたらいい

のではないかと思います。私からの提案でございます。皆さんからも

御提案をいただきたいと思います。まずは、宮城県後期高齢者医療制

度の特別対策事業費補助金の活用について、何かありましたらお願い

いたします。例としましては、皆さんにお渡ししていますので分かる
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と思いますけれど、財源確保のためにこの補助金制度を利用します。 

平吹委員。 

平吹委員 何かよく内容が分からなくて。（「休憩でいいのですか」の声あり） 

福田委員長 休憩いたします。 

 休憩 午後１時３２分 

再開 午後１時４２分 

福田委員長  再開いたします。 

 先ほど、宮城県後期高齢者医療制度の特別対策事業費補助金の活用

については、最後の手段としてのお話ですので、それにかかわらず調

査する内容について、皆さんで話し合っていきたいと思います。 

 休憩いたします。 

 休憩 午後１時４３分 

再開 午後２時１３分 

福田委員長  再開いたします。 

 常任委員会の研究テーマとする項目を決めていきます。まず１つは

美里町健康増進計画、健康みさと21の取り組みの推進の中にあります

減塩の取り組みです。それから、２つ目は身体活動・運動です。３つ

目としては健康フェアと啓蒙活動です。この３つにしぼって調査を行

いたいと思いますが、これでよろしいですか。（「はい」の声あり） 

それでは、これで進めていきます。今後の進め方ですけれど、所管事

務調査の視察地と日程を決めたいと思います。それをもとにして、担

当課といろいろと意見交換した内容をとりまぜて対策をとっていきた

いと思います。 

 休憩いたします。 

 休憩 午後２時１４分 

再開 午後２時３４分 

福田委員長  再開いたします。 

 所管事務調査の視察地を八戸市にしたいと思います。健康フェスタ、

減塩の取り組みも行っているということで依頼をしたいと思います。 

 休憩いたします。 

 休憩 午後２時３５分 

再開 午後２時３９分 

福田委員長 再開いたします。 

所管事務調査は八戸市です。日程は７月18日、19日、あるいは24

日、25日で調整をしたいと思います。次回は７月２日火曜日、午後１

時半から常任委員会を行いますので、皆さんの御出席をお願いいたし

ます。その他に皆さんから何かありませんか。ないようですので、こ

れで常任委員会の会議を終わります。 

副委員長、挨拶をお願いいたします。 
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柳田副委員長  本日は午前中から始まって３時前になんとか終わりました。皆さん、

御協力ありがとうございました。暑くなってきましたので、体調管理

には十分気を付けるようにお願いいたします。本日はどうも御苦労さ

までした。 

 閉会 午後２時４０分 

 


